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Ⅰ　緒言
近年の ICT（Information and Communications Technology）
の進歩は目覚ましく，視覚障害教育においても ICT
の実践活用に注目が集まっている（Williams, Jamali, 










































学生 14 名（男性 9 名，女性 5 名，平均年齢 28.79
歳，SD=8.35）を対象とした。
２　実験期間・場所
実験期間は平成 26 年 5 月 19 日～ 5月 30 日であっ
た。教室授業は筑波大学東京キャンパス文京校舎
視覚障害教育における反転授業の可能性と課題
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にもとづき，McLaughlin, Roth, Glatt, Gharkholonarehe, 










































純再生問題 2 問，完成問題（穴埋め問題）2 問，


















































実験協力に同意を得た 14 名（男性 9 名，女性 5
名，平均年齢 28.79 歳，SD=8.35）のうち，反転授
業前の自己学習を行わなかった 1名を除外し，残り












かった（t （12）=2.58, p =.024）。
平均 SD 平均 SD t 値
47.69 10.92 33.85 14.49 2.58*





アンケートの記述 平均 SD 平均 SD T 値
1. 授業内容について十分な知識を持っている 4.62 0.65 4.31 0.85 0.0
2. 授業の準備を十分にしていたと思う 4.85 0.38 4.54 0.88 2.5
3. 学生が自ら考え、分析、理解するように促した 4.46 0.78 3.85 0.99 10.0
4. 質問等に対する対応は適切であった 3.92 0.76 4.00 0.82 12.0
5. 授業については目的を明確にして、体系的に行っていた 4.62 0.51 4.38 0.65 6.0
6. 教科書、黒板、配付資料等を適切に使用していた 4.38 0.65 4.46 0.52 6.0
7. 学生に聞き取りやすいように話していた 4.38 0.96 4.69 0.63 0.0
8. 興味をそそる努力をするなど熱意を持って取り組んでいた 4.46 0.52 4.15 0.90 1.5
9. 教科書、参考文献、配付資料等の教材は適切であった 4.23 0.60 4.23 0.83 10.5
10. 授業の進む速さは適切であった 4.15 1.14 4.54 0.66 5.0
11. 授業のポイントが強調されていた 4.62 0.51 4.23 1.01 6.0
12. 一方的な授業ではなく学生に質問や発言などを促した 4.46 0.66 4.31 0.95 18.0
13. 授業に集中できる雰囲気を保つ配慮がなされていた 4.00 0.82 3.92 1.04 16.0
14. 学生の理解度を十分に配慮していた 4.38 0.87 3.92 0.76 7.0
15. 授業の難易度は、全体的に適切であった 4.54 0.66 4.38 0.65 7.0
16. 授業内容に興味が持てた 4.46 0.52 4.00 1.15 7.0
17. この授業はよく理解できた 4.69 0.48 3.46 1.20 0.0**
18. この授業を聞いて、学習欲や研究意欲を刺激された 3.92 0.86 3.54 1.27 12.0
19. 授業内容に対する時間数は十分で補習は必要ない 4.38 0.77 3.77 1.01 12.5
20. 総合的に判断して、この授業は価値があった 4.54 0.66 4.08 0.95 7.0
 総合的授業評価 4.40 0.25 4.14 0.33 24.5**
Table 2 授業評価アンケート1) の結果
反転授業 (n =13) 通常授業 (n =13)
1)「１．そう思わない」～「５．そう思う」, **p ＜.01.
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４　 反転授業アンケート （項目Ⅰ・Ⅱ：Table 3, 項




を視聴した場所」は 13 人中 11 人が「自宅などで
インターネット経由で」と答え，その他の者は「大
学 PCデスクトップ上で」と回答した。「Ⅰ－ 4. 反転
授業の予習時間」は平均 15.31（SD=6.29）分であっ
た。また「Ⅰ－ 5. 反転授業後のテストまでの復習時
















4. 反転授業の予習時間 (分) 15.31 6.29
5. 反転授業後のテストまでの復習時間 (分) 5.77 8.68
6. 通常授業後のテストまでの復習時間 (分) 3.46 8.26
項目Ⅱ3) 平均 SD
1. 通常授業より反転授業の方が好きだ 3.46 1.27
2. 授業内容について反転授業でより効率的に学べた 4.08 1.04
3. 他の科目についても反転授業で受けたい 3.54 0.88
4. 反転授業では知識を応用する能力がつく 4.15 0.69
5. 反転授業前の自己学習は自分のペースでおこなえた 4.00 1.08
6. 反転授業前の自己学習が多すぎる 2.69 0.85
7. 反転授業時のクラスでのグループワークを楽しめた 4.38 0.96
8. 反転授業時のクラスでのグループワークは学習を促進する 4.15 0.80




















はい 0名, いいえ 13名
はい 13名 (いいえ 1名2))
回答なし
28.38 (SD =8.55)
男 8名, 女 5名
意見を言わない生徒の対応 5件,
グループワークの時間が短い 3件
拡大文字を含む墨字 13名, 点字 3名,
DAISY・音声ソフトなどの音声 2名
 2)分析対象から除外, 3)「1.そう思わない」～「5.そう思う」.
Table 4 反転授業アンケート項目Ⅲ,Ⅳの結果 (n =13)
Table 3　反転授業アンケート項目Ⅰ，Ⅱの結果（n = 13）





















































































平均 SD 平均 SD t 値
13.40 4.72 21.67 7.64 -2.34 *
Table 5 障害程度別の予習時間 (分)
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The possibilities and necessary adjustments of the 
flipped classroom for visually impaired students.
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     This paper was designed to investigate the possibilities and necessary adjustments of the flipped 
classroom in education for the visually impaired and to examine whether these two factors were aﬀected 
by the degree of visual impairment or not. 14 adult learners with visually special needs gave consent 
to this study. The some average scores of Comprehension Tests and Learner Perception Questionnaires 
of the ﬂipped classroom were signiﬁcantly higher than those of the traditional classroom. In particular, 
collaborative learning in the flipped classroom showed impressive results. On the other hand, some 
adjustments by the instructor, such as computer literacy guidance specific to the learners’ degree of 
vision and facilitating care during group study to enrich communication of visually impaired learners, 
were proven necessary.
     These possibilities and necessary adjustments were not inﬂuenced by the degree of visual impairment. 
Instead, in terms of learning at a pace which is suited to each individual, the ﬂipped classroom can be a 
gateway to creating an inclusive learning environment for visually impaired learners.
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